看護技術の練習場面における学習過程の分析 : 再生刺激法による学生自身の振り返りから by 神原 裕子
37
目白大学　健康科学研究
第２号　2009年　37−47
Ⅰはじめに
本研究は、大学教育における「看護技術」の修得が、
どのように行われているか、学生の練習場面に焦点を
あて、その学習経験内容を明らかにしようとするもの
である。
「看護技術」の看護基礎教育における教育に関して
は、2003年に厚生労働省より「新たな看護のあり方に
関する検討会報告書」8）や「看護基礎教育における技
術教育のあり方に関する検討会報告書」9）が公開され、
卒業時の到達水準が示されて以降、急速に関心が集ま
り、ここ数年で卒業時の到達度チェックなどの研究報
告が目につくようになった11）。2007年には「看護基礎
教育の充実に関する検討会報告書」10）が示され、重点
的な教育内容として認識されつつある。背景には、卒
業時の学生の看護技術力の低下があり、医療の質保証
のためには、看護基礎教育の段階から一定の看護技術
を修得しておくことが求められている、といえる。
本研究で取り上げた「看護技術」の練習場面の学習
は、「看護技術」修得の重要な学習機会となっていると
考えられる。授業時間外での自己学習であるため、学
生の自由な発想や工夫が生かされる半面、学生個々の
力量に任され、効果的な練習にならない場合も多いと
推測される。また、現在のカリキュラムでは、総授業
時間数が減少し、演習や実習時間の中で「看護技術」
を修得することが困難になっている。したがって、学
生自身が自己学習として練習する時間の教育的価値は
高く、練習効果を高める教育方法が検討されることに
より、学生の看護技術力は高まると予測される。そこ
で、まず、練習場面での学生の経験が、学習経験とし
てどのように成立しているのか、明らかにすることが
必要と考えた。
「看護技術」の練習に関する先行研究では、授業のな
かでの練習方法の工夫やシステム作りなど、教育者主
体の研究報告は多い12─14）ものの、学習者の経験という
視点から研究されたものは見当たらない。学習は学習
者を主体に考える必要があり、学習者の視点からの研
究は欠かせない。また、筆者自身は、演習や実習場面
における学習経験について以前報告している7）が、練
習場面については取り上げなかった。看護技術の修得
において練習は不可欠の要素であるため、練習場面の
健康・医療の教育と教育技法
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告、⑤自己報告された子どもの内面過程（認知・情意）
を分析する、で構成されている。
再生刺激法は、小学校、中学校、高校などの教師の
授業研究に活用されることが多いため、｢子ども｣ とい
う表現が用いられているが、この方法を参考にしたの
は次のような理由による。
１）練習の途中で学生に質問することは非日常の条件
を作ることになり、データとして不適切になる。日
常の練習場面のデータを得るためには、場面を変え
て質問する必要がある。
２）学生の練習場面について、教員の目から評価する
のではなく、学習者の内面を把握するため。
５．データの整理・分析方法
逐語録を丁寧に読み、対象の内面に生じた考え、感
じたこと、思ったことを抜き出し、意味を壊さないよ
うに一行見出しとして抽出した。抽出した一行見出し
は、コンピューターソフトITEC社製の「超発想法ウ
ルトラプレゼン」KJ法に入力してカード化し、関連
性のあるカードの集団をつくった。カードの集団には
さらに見出しをつけ、同様のことを２～３回繰り返
し、それぞれの集団が他の集団との意味のつながりを
見出せなくなった段階で、関連性をみながら空間配置
し図式化した。図式から文章化へ進め、分析した。
分析結果は、看護技術教育に関わる看護教員のスー
パーバイズを受けて、信頼性を確保した。
Ⅳ．倫理的配慮
研究対象者には、研究の目的、方法、研究協力は自
由意志であり、同意しない場合でも不利益をこうむる
ことはないこと、協力に同意したあとでも協力を中止
することはいつでも可能であること、研究データは研
究者が鍵のかかる場所で管理し、研究終了後は破棄す
ることを文書と口頭で説明し、同意を得た。本研究は、
インタビュー時に語られる内容によってはプライバシ
ー侵害の可能性があり、プライバシーへの配慮を十分
行うことも説明した。
Ⅴ．用語の定義
看護技術：氏家16）は看護技術を、「技術は看護行為を
具体的に表現する技に心情を含めた専門的な技術すな
わちアート」とする。日野原2）もまた、看護の技をア
ートと定義している。川島6）は、看護技術の安全性・
学習経験を明らかにする意味は大きい、と考える。研
究成果は、練習場面への教育介入を検討するうえで貴
重な資料となる。
Ⅱ研究目的
看護系大学生の「看護技術」の練習場面における学
習経験を明らかにし、看護技術教育における練習への
教育介入を検討するための示唆および資料を得る。
Ⅲ研究方法
１．研究対象：Ａ大学看護学部２学年に在籍する３名。
学生は、１年次に基礎看護学において「看護技術」
を学び、自主的に練習した経験がある。また、看護技
術試験を受け、教員により看護技術のチェックを受け
た経験もある。
２．研究期間：2007年８月～９月
３．データ収集の方法：研究対象者が看護技術の練習
をしている場面をビデオカメラ１台で撮影した。カメ
ラの位置は、学生の練習の妨げにならないように、視
界からはずれる位置に三脚で固定した。
練習後の記憶の鮮明なうちに、再生したビデオを研
究者とともに視聴しながら、インタビューした。イン
タビューは、再生刺激法17）を参考に複数の注目した場
面を停止し、そのときに考えていたことや思ったこと
を質問する方法で進め、時間は１時間以内とした。学
生3名へのインタビュー内容は、場面の状況に影響さ
れるため、学生によって違いがあった。また、再生刺
激法を参考にしながらインタビューされた場合、対象
者には必ず自己を振り返る反応が生じる。それに対す
る制限を加えず、思ったことも自由に表現してもらっ
た。インタビューの場所は、騒音のない落ち着いた場
所を確保し、プライバシーに配慮した。インタビュー
の内容は、研究対象者の許可を得て録音し、逐語録に
した。
４．再生刺激法について
再生刺激法とは、①授業場面のビデオ録画、②重要
な授業場面を３～５個選択、③授業終了後、各場面を
再生、視聴させ、それらの重要な授業場面でビデオを
一時停止、④授業中にその場面で考えていたことや思
っていたこと、感じていたことを質問紙形式で自己報
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安楽性を重視した考えを述べており、これらを参考に
次のように定義する。「看護技術とは、対象の反応に注
目しながら、看護の目的をもって行われる一連の行為
であるが、目に見える形に表れるテクニックに留まら
ず、そこには看護者の考え、感情などが表現され、対
象の安全、安楽を確保することを最低条件とする。」
学習：佐伯15）による定義を参考に次のように定義す
る。「学習とは、学習者の主体性に基づき、新たな知識
や思考、行動を獲得し、学習者の内面で価値付けがな
されること。」
練習：学習の一形態で、獲得した知識をもとに、目的
を達成するための行動を繰り返しながら、その経験を
自身の中に価値づけること。
看護系大学生：看護基礎教育の大学教育機関で学ぶ学
生。４年間の教育期間を経て、看護師資格（助産師、
保健師の場合もある）を得るための国家試験受験資格
を得る。
Ⅵ．結果
１．看護技術の練習場面について
３名の学生の練習場面の詳細は、表１に示した。練
習内容は学生が選択したが、いずれも、日常生活援助
技術の「ベッドメイキング」の練習であった。
２．看護技術の練習場面の内面に生じた過程と、振り
返って思うこと
看護技術の練習場面の内面に生じた過程と振り返っ
て思うことを、KJ法に基づき図解化したのが図１～
３である。KJ法では、図解をもとに文章化する過程で
分析が進み、この文章化は図解の弱点を修正する力を
もつ5）とされている。
学生３名は、それぞれが違った背景をもち、練習場
面も違っていることから、インタビューで語られる内
容が同じであっても、文脈の中の意味が違うことがあ
る。そのため、それぞれのインタビュー内容を個別に
分析し、その結果を比較検討することとする。
１）学生Ａの練習場面の分析　（図１参照）
（アンダーラインは、図解のカードのデータ）
＜１．原則やポイントを意識しながら練習する＞
練習場面で学生Ａは、ベッドメイキングの原則を守
るようにしながら、シーツのしわや角の形、横シーツ
の目的、忘れがちなボディメカニクスなどの具体的な
ポイントにも配慮しながら練習している。学生Ａが認
識している原則やポイントは行動レベルにとどまり、
個々の原則の意味を十分理解しないまま、練習してい
る可能性がある。
＜２．友達と話し合いながら、方法を工夫しながら練
習している＞
練習場面で学生Aは、練習方法を工夫しながら練習
している。そのときに、友達と話し合いながら工夫し
たり、教えあって練習しており、友達との練習に慣れ
ている。したがって、一人で練習するときには友達に
相談できないので、困ってしまい、いつもと違う進め
方で、戸惑ってしまう。学生Ａの練習内容は、学生間
の意見交換による影響が大きい可能性がある。
＜３．できない自分に気づかないまま練習している＞
学生Ａは、「ゆるみ」を「たるみ」と間違えて覚えて
いた。また、忘れてしまうことがあり、あまり頭に入
っていないのかなと思っている。しかし、そのことを
深く考えずに練習しているので、練習の最中はそのこ
とに気づかないし、できるつもりで練習している。今
表１　学生の練習場面
学　生 練習項目 練習場面の状況
Ａ ベッドメイキング
　練習相手が見つからず、ベッドメイキングを一
人で実施した。作成されていたベッドをはがし、
そのシーツをたたみかえてから始めた。
Ｂ ベッドメイキング
学生Ｃと一緒に練習した。いつもＣと練習してい
る。作成されていたベッドをはがし、そのシーツ
をたたみかえてから始めた。学生Ｃより先にベッ
ドメイキングを実施した。
Ｃ ベッドメイキング
学生Ｂと一緒に練習した。いつもＢと練習してい
る。作成されていたベッドをはがし、そのシーツ
をたたみかえてから始めた。学生Ｂのあとでベッ
ドメイキングを実施した。
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回、ビデオをみて気づくことやわかることがあり、で
きない自分に気づかないまま練習していたことがわか
った。
学生Aは、原則やポイントを意識しながら、友達と
練習方法を工夫しながら練習に取り組んでいるにも関
わらず、ベッドメイキングの自分自身の課題に気づい
ていなかった。学生Aは、自分自身の練習成果を評価
する基準を持たないまま練習を重ねていた可能性があ
り、ビデオで自分自身の行動を見ることにより、初め
て客観的にみつめる機会を得たと考えられる。
＜４．テキストの活用方法がよくわからない＞
学生Aの普段の練習では、練習の流れなどをあらか
じめ確認してから始めるほうがよいと考えて練習して
おり、練習中はテキストは見ないほうが覚えるからよ
い、と考えているが、今日はテキストは忘れたので、
確認できなかった。何を、どこまで確認しているのか、
練習で何を身に着けたいのかが曖昧である。練習で、
テキストなどの参考資料を、どのように活用すればよ
いのか、つかめていない可能性がある。
＜５．うまくできないときには、混乱する＞
練習場面で学生Aは、緊張すると忘れたり、うまく
いかないとき、わからなくなるときがあってあせるこ
ともある。また、練習の途中で、今まで経験したこと
がないことは混乱したり、迷うこともある。今日の練
習でもうまくいったところもあるが、うまくできなか
ったところがあった。できない自分に気づいていない
学生は、うまくできないことを予測できず、予測でき
ないことに対しては混乱が大きいと考えられる。
＜６．思わずやってしまう＞
練習場面で学生Aは、意味のない行動をとること
や、思わずやっちゃうことがある。今日の練習でも、
シーツが短いがとりあえず入れようとして、原則やポ
イントを意識した行動がとれなかった。これは、でき
ない自分に気づいていないことやうまくできないとき
に混乱することからの影響が考えられ、とりあえずの
その場しのぎの行動とも考えられる。
＜７．わからないときでも努力する＞
練習場面で学生Aは、間違いに途中で気づいてやり
直そう思ってシーツをたたんだり、逆になった横シー
ツは直したり、うまくスプレッドが入らなかったら下
からシーツや毛布を引っ張り出して直している。ま
た、わからなくなったとき、あわてないで今までのや
り方を思い出すようにしたり、どうしようと思ったあ
とは落ち着くようにして、自己の行動を修正しようと
努力している。うまくいかなくなってしまったときに
はなんとかしなくちゃ、と思って、投げ出さずに取り
組もうとしている。周りにいる友達に聞くようにし
て、解決策を見出そうとしている。
＜８．ベッドはきれいにつくりたい＞
ベッドメイキングの練習で学生Ａは、先生のように
きれいにやりたい、と考え、先生の実施場面を思い描
き、モデルとして認識しながら、いつもきれいにと思
って先生を目標に練習している、と考えられる。そし
て、ベッドは落ち着いて休める、きれいなベッドにし
たいと考えている。先生のつくるベッドに近づきたい
と思いながら、努力もしているが、うまくいかず混乱
する二つの対立する感情を同時に経験しながら練習し
ている可能性がある。
＜９．さらに練習する＞
ビデオで自分自身の練習を視聴した学生Ａは、角は
自信が持てるまで練習する、と考えており、練習の必
要性を感じている。そして、練習して自信がもてれば、
頭が真っ白になったりしないと意味づけ、迷ったり、
混乱したりしないようにするためには練習が必要であ
ると考えた可能性がある。学生Ａは、うまくいかなく
て混乱した自分自身をビデオで客観的に見つめること
により、うまくいかない個々の現象を視覚的に確認
し、自分自身の問題として認識できるようになったと
考えられる。その結果、自信が持てるようになるまで
練習する必要があることを認識できたと考える。
＜10．速さを気にするがそれだけではないと思う＞
練習場面で学生Ａは、早く終わらせなきゃと思った
が、元からやることが遅いので常に急がなきゃと思っ
ているため、ベッドメイキングの練習を進める上で速
さがどういう意味があるか、考えが及んでいなかった
可能性がある。ベッドメイキングは早けりゃいいわけ
ではない、いつもきれいにつくりたい、と思っている
にもかかわらず、自分の行動が遅いと感じているため
急がなきゃと思ってしまい、焦りにもつながっている
可能性がある。
２）学生Ｂの練習場面の分析　（図２参照）
＜１．方法を工夫しながら練習している＞
練習場面で学生Ｂは、友達と練習するようにしてい
る。途中で迷うことがたまにあるので、それは（友達
に）聞きながらやり、普段練習するときは、人や患者
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図１　看護技術の練習場面の内面過程と振り返って思うこと　学生Ａ
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図２　看護技術の練習場面の内面過程と振り返って思うこと　学生Ｂ
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う
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役の人にこうしたらいいというのを聞きながらやるよ
うにしている。また、友達とやると、自分では気づか
ないことを指摘してもらえるのでいい、とも思ってい
る。練習場面での友達を、自分自身を客観的に見て気
づいたことを指摘してくれる存在として、重視してい
ると考えられる。学生Ｂは、原則や根拠を大切にしな
がら練習している。頭の中で原則の確認をしながら実
施し、原則の根拠は考えなかったが、聞かれれば答え
られる。普段の練習では、教科書やチェックリストだ
けだとわからないときは、違う本をみて取り入れるよ
うにしている。方法の根拠となるものを自分から求
め、確認しながら練習している。学生Ｂは、手順も大
切にして練習している。チェックリストで手順を確認
してから始めることにしており、順番を気にしたほう
がきれいにできると思っている。ベッドメイキングの
必要物品の準備は、使う順番と逆になるように重ねて
おく。
学生Ｂは、自分自身の気づかない部分を指摘してく
れる友達の存在や原則、手順を大切にしながら、自分
なりに工夫を加えて練習している、と考えられる。
＜２．練習してもうまくいかないところがある＞
学生Ｂのベッドメイキングの練習場面では、ベッド
の反対側にいくと少しマットレスが浮いちゃうので難
しかった。また、毛布を入れるのを忘れ、一瞬手が止
まったが、そのまま入れてしまった。何度か練習して
いても、うまくいかないことは起こってしまう、と感
じているが、それは練習を繰り返しながら、友達に聞
きながら、方法を工夫して練習していく課題として認
識している可能性がある。
＜３．考えていることと実際にやることは大違い＞
学生Ｂの練習場面では、ボディメカニクスは考えて
いるが、なかなか行動に出ない。ビデオをみてみると、
自分が思っているより雑に見えるし、適当にやってい
るように見える、と振り返っている。考えながら練習
しているはずだが、客観的な目でみると、学生Ｂが思
い描いていた看護技術の形と違っており、もっとこう
しなければならない、という気づきが得られた可能性
がある。そのため、動きは自分で見るのが一番なので、
ビデオにとってみるのはとてもいい、と評価している
と考えられる。
＜４．練習って大切＞
練習場面で学生Ｂは、目標を決めて練習している。
さらに、練習はいろいろな気づきがあり、自分をどん
どん変えていく、向上すると考えている。さらに、丁
寧な技術にしたいと思い、本当に練習って大切と考え
ている。学生Ｂにとって練習は、単に手順を覚えて方
法を踏襲するだけの価値ではなく、練習という場面で
の経験が自分自身の成長に必要な貴重なものであると
捉えている可能性がある。学生Ｂのこのような考え
は、練習方法の工夫とも関連しあっていると考えられ
る。
＜５．きちんとベッドメイキングしたい＞
学生Ｂは、ベッドメイキングの練習場面で、シーツ
を広げるとき、中央線と頭を覆えるシーツの長さがあ
るか確認し、シーツをさばくときは中心と方向を考え
て使いやすいようにさばいている。また、たたみ方に
よって、さばいたときに逆になるのでたたみ方に気を
つけている。これは、ベッドメイキングの全体の流れ
の中で、シーツのたたみ方、広げ方、さばき方がどう
いう意味をもっているのか、考えながら実施できてい
ると判断できる。現在実施していることと、その次に
実施することとの関連性も考えられている可能性があ
る。また、学生Ｂは、ベッドメイキングのポイントを
意識して練習している。はじめにシーツがピッと伸び
ていてマットレスにごみがないか気をつけ、タックを
入れる位置に気をつけ、角を作るときにしわにならな
いように引っ張るようにしている。そして、ベッドメ
イキングは、早く、きれいに正確にを心がけて練習し
ている。細かな部分への気づきは、全体を把握したう
えで考えられているポイントであり、工夫しながら練
習した結果得られた気づきの可能性があり、練習を大
切にしていることとも関連があると考えられる。
３）学生Ｃの練習場面の分析　（図３参照）
＜１．自分なりに練習方法を工夫している＞
学生Ｃは、一回一回の練習を大切にしたいし、練習
のとき患者役になりきるようにしている。また、知識
と結びつけることも大事にしている。そして、ちゃん
とやりたいから、（練習）相手が決まってしまう。練習
中は、集中して練習している。やりながら、今やって
いることと次にやることを考えているし、看護師役の
ときには集中するので無口になる。友達同士でたたむ
ときのルールは決めてあるが、自分でも確認するよう
にしている。また、たたみ方が正確か、も確認するよ
うにしている。チェックリストは、間違えていないか
の確認に使い、練習している。学生Ｃは、手順どおり
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にやると予測がつくので重要だし、スムーズにできる
と考えている。順番どおりに、スタートからゴールに
たどり着くというように、それにしたがってやりたい
とも感じている。学生Ｃは、練習方法の中で手順を積
極的に活用しており、その意味を自身で考えている
が、手順どおりにいかない場合については、考えが及
んでいない可能性がある。ベッドメイキングはシーツ
をたたみ替えて練習するほうが、たたみ方も忘れない
ようにできると考えている。また、実習室にしばらく
入っていないときは、ベッドメイキングから始めるよ
うにしている。友達でやる気がない人は、患者役にな
ってもらうようにしている。これらから、どうしたら
効果的な練習になるか自分なりに考え、実施してい
る。その方法の中に、一緒に練習する友達の役割も組
み込んで工夫していることがわかる。
＜２．練習で困ることがある＞
学生Ｃは、練習しながら別の話をすることがあり、
練習でふざけちゃう人がいると違う方向にいっちゃう
ことがある。そして、みんなの気持ちが合わないこと
もある。友達同士だと、役になりきれないこともある。
しかも、練習時間が限られている。細かなことを確認
してやらないと、不安になることもある。
学生Ｃは、練習に対して真剣に取り組みたい気持ち
と細かなことは確認しながら進めたい気持ちがある
が、練習時間の制限や一緒に練習する友達からの影響
により、思うように練習できない不全感を感じている
可能性がある。
＜３．技術を身につけるために努力している＞
学生Ｃは、ベッドメイキングでは、シーツのさばき
方で、先生に言われたことを重視してやっていたり、
シーツを引っ張るといいというのを教えてもらって実
施していたり、どうしてもうまくいかないときに先生
に確認してもらってそれでよいといわれたりしなが
ら、練習している。先生に聞いて確認が取れたときに
は、根拠も聞くようにしている。みんなで行き詰って
しまうと先生に聞いて納得いく、ということをしてお
り、先生の説明に納得できなかったことはなかった。
先生がいいということに従ってやりたい、と考えてい
る。そして、自分はまだ、疑問を持つレベルではない
かもしれない、と自己評価している。これらのことか
ら、先生を目標として受け止め、先生の指導にコミッ
トしている様子がうかがえる。指導する先生の影響を
受けやすい状態で練習していると考えられる。
また、学生Ｃは、技術を身につけたいと考えて練習
図３　看護技術の練習場面の内面過程と振り返って思うこと　学生Ｃ
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している。技術は積み重ねだと思うし、技術で周りに
追いつきたいという思いがある。違和感のない、すん
なり受け入れてもらえる技術を身につけたい、と思っ
て練習している。これらのことから、学生Ｃは、地道
な努力を地味重ねることを重視して練習していると考
えられる。そして、練習の目標が対象の視点から語ら
れていることから、対象の反応を重視しながら練習し
ていると考えられる。
＜４．よいベッドを作りたい＞
学生Ｃがベッドをつくるときに気をつけているポイ
ントは、しわが伸びているか考えてシーツを引っ張
る、ゆるみは左右同じ幅になるように両手でやる、枕
カバーをかけるときには枕の向きに気をつける、シー
ツを入れるときは、手の甲を上にして入れる、オープ
ンベッドにしてしわを確認する、などである。それは、
違和感のないベッドにしたいからだ、と考えている。
学生Ｃのよいベッドを作るポイントは、練習の積み重
ねによって修得したポイントで、学生Ｃの違和感のな
いベッドにしたいという思いを反映しながら修得した
ポイントの可能性がある。
＜５．ビデオをみると気づくことがある＞
学生Ｃは、ビデオを見て自分を振り返りながら気づ
いたことがある。案外、腰が高くてつらそうに見える
から、もっと足を広げなきゃと思い、腰の高さは先生
たちはもっと低いことに気づいた。ビデオをみて、自
分がどうやっているかわかり、ビデオで客観的にみる
と、ベッドが結構汚い、今まで見た先生たちとずいぶ
ん違うな、だめだなと思っている。学生は、先生を目
標にしていたが、自分のベッドメイキングを初めてビ
デオで見て、先生との違いに気づき、ややがっかりし
ている可能性がある。しかし、目標志向性が強いこと
から、気づいたことを技術の練習にいかしていかなけ
ればならない、と実感していると考えられる。
Ⅶ．考察
３名の「看護技術の練習場面における学生の内面過
程と振り返って思うこと」の分析結果を、比較検討し
ながら、学生の学習経験について考察を加える。
１．個々の学生の分析結果の比較
１）練習方法の工夫
３名の学生は共通して、練習方法の工夫をしながら
練習していることが明らかになった。練習方法の工夫
に共通していることは、友達とともに練習し、話し合
って、指摘しあって練習していることである。また、
原則や根拠、手順を重視しながら、練習していること
も明らかになった。
練習方法の工夫の内容をみると、原則やポイントの
確認の段階で留まっていると考えられる場合（学生
Ａ）と手順や原則、根拠の意味を考え、それらを自分
の練習に取り込んでいる場合（学生Ｂ）、そして練習場
面の状況に合わせて、練習方法を工夫している場合
（学生Ｃ）とが確認できた。
この違いの要因を明らかにすることは、本研究では
限界があるが、分析結果から、練習の目的を明確にも
っていることや練習に価値を見出していることが影響
していると推測される。教員の示すモデルを目標とし
て努力することや、練習が自分を成長させる機会と捉
えて練習していることが、練習方法の工夫という形で
現れるのではないか、と考えられる。
日々の練習の目的は、授業場面と違い、学生自身が
自分で選択、決定するものであり、練習内容も学生の
主体性に任される。授業で学んだことを基にしてはい
るものの、授業での学びは学生個々によって異なる。
そのため、練習場面では授業内容の確認や認識のずれ
の調整などが必要になり、それらのやり取りを通して
新たな学習が成立していると考えられる。したがっ
て、看護技術の練習場面では、学びあう仲間としての
友達の存在を、より重視していると考えられる。
本研究でも、友達から指摘を受けて練習に反映する
場面や友達との会話ややる気のない友達の存在などか
ら、練習内容にプラスやマイナスの効果を得ている様
子が確認された。したがって、練習場面での学生同士
でのやり取りの中には、練習結果を左右する重要な要
素が隠されていると考えられ、今後は練習場面での学
生同士のやり取りについてさらに検討を重ねていく必
要がある。
２）練習場面でのうまくいかない経験や混乱
練習場面でのうまくいかない経験や混乱が、学生３
名に共通して認められた。練習場面では、うまくいか
ない経験や混乱が生じたときに支援を求める教員がそ
ばにいないため、学生同士での話し合いを通して解決
されているようである。他には、テキストやチェック
リストで確認することや教員に質問に行くという行動
もとっていて、さまざまな情報源の中から、学生なり
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に納得できる解決策を見出していた。
本研究の対象となった学生３名は、一年時に練習を
積み重ね、看護技術試験を経験している。また、臨地
実習も経験し、看護技術への具体的な指導を受けた学
生である。それらの経験の中から、看護技術を修得し
てきたにもかかわらず、うまくいかない経験や混乱す
る場面が生じている。この段階での修得は、同じ条件
で原則に基づいて実施できない、不安定な段階にある
ことが推測される。したがって、学生自身が自己の課
題を明確にしながら何らかの対策が取れるようにサポ
ートすることが必要で、放置すれば修得を停滞させる
ことにつながる可能性が考えられる。
一方で、うまくいかない経験や混乱は、向上したい
という欲求を刺激し、強い学習の動機づけとなる可能
性があるため、学習の好機につながるとも考えること
ができる。適切な助言のもとに練習が繰り返されれ
ば、望ましい看護技術が身につく可能性がある。主体
性を削がない練習のサポートシステムづくりが重要と
考える。
３）練習への思い、期待
学生３名は、看護技術の練習に対してそれぞれの思
いや自分自身への期待ともいえる目標をもっているこ
とが明らかになった。
３名ともベッドメイキングの練習場面であったが、
出来上がるベッドに対する目標（どんなベッドをつく
りたいか）を考えて練習していた。また、練習内での
経験に自己成長の意味を見出し、練習が大切であると
考える学生（学生Ｂ）や、看護技術の修得目標をモデ
ルである教員と重ね、そこに向かって練習する学生
（学生Ｃ）がいた。学生は、練習を繰り返す経験の中
で、自分自身の変化を願っており、看護者としての自
己成長を願っている様子がうかがえた。
単なる手順の修得や行動化の範囲を超え、看護者と
してどのようになれば（実施できれば）よいのか、と
いう高い目標を意識して練習することを可能にしたの
は、それまでの練習成果や看護の対象者の立場を臨地
実習でリアルに学んだことが影響していると考えられ
る。練習場面では、自己成長を目指す学生の学習活動
が認められることを意味している。そのため、練習場
面の学習としての価値は、高いと考えられる。
　
４）自己を客観視する視点
学生３名は、今回初めて自身の練習場面を視覚的に
ビデオで確認する機会を得て、さまざまな気づきを得
ていた。
３人に共通していたのは、できていないところに気
づいた点にある。練習の過程で、友達に指摘を受けた
り、話し合って練習を重ねていても、できていないと
ころに気づかないまま練習を重ねていると考えられ、
ビデオを見て初めて気づいていた。ビデオを見るとい
う行動は、映像を視覚を通して取り込むだけでなく、
学生自身の内面にある看護技術修得の目標やモデルと
する教員と無意識に比較していると考えられる。その
結果、他者から指摘されることなく、自分自身の気づ
きで改善の方向を目指す意志が生まれ、具体的な改善
を目指して練習をさらに積み重ねる動機付けになると
考えられる。以上のことは、「ビデオで気づく」、「ビデ
オで見ると思っているより雑だった」、「ビデオでみる
と先生たちとずいぶん違う」などの学生の言葉からも
推測され、ビデオを見る効果として注目したい。
５）ビデオによる学習効果
ビデオによる学生のこのような反応は、研究方法に
よる付随的な反応であるが、看護技術の効果的な教育
方法の参考とするために、ビデオ視聴の意味について
考察を加えたい。
練習場面をビデオで撮影し、それを見ることによる
教育効果はどのようなものであろうか。先行研究で
は、看護技術の授業（車椅子からベッドへ移乗、血圧
測定）でビデオ撮影を行い、ビデオ映像を自己評価さ
せていた（３）。また、その振り返りを自由記載させ、
その内容とビデオ評価との関連について検討した結
果、「ビデオ評価得点が高い学生は、自分自身の行動を
コントロールし、患者の周囲の状況を把握し、看護技
術の応用や工夫に関心をもっていた。評価得点が低い
学生は看護技術の不備や冷静な行動の欠如を練習量の
不足と結びつける傾向にあった。」と報告している。こ
の結果は、学生が自らの映像を見る行動には、学生自
身の客観的な評価視点を育てる可能性があることを示
唆している、と考えられる。
また、小学校の体育の授業4）や中学の英語の授業1）
にビデオを導入し、自己評価させることにより、学習
効果が高まったという報告が行われている。いずれも
ビデオクリップとしてパソコンで自由に見ることがで
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きるように環境を整え、ビデオを見ながら自己評価や
意見交換をしやすくしている。子どもたちの反応に
は、「課題が見えやすい」、「他の人との違いがわかりや
すい」などがあり、より高い目標を意識した自主的な
学習が促進されたことがうかがえた。これらの実践報
告は、対象年齢や学習内容の違いはあるが、効果的な
看護技術修得をめざしたサポートシステムの検討に、
ビデオを取り入れることの有用性を示唆していると言
える。
２．看護技術の練習場面における学習経験
３名の学生の看護技術の練習場面における経験内容
は、学習経験としてどのような意味をもっているの
か、検討する。
佐伯15）は、学習についていくつかの定義を述べてい
るが、その中で「学習とは、『アイデンティティ形成』
─自分とは何者であるかが自覚的に明確になること」
と述べている。これは、いわゆる行動主義心理学の影
響を強く受けていた1960年代の学習観と大きく隔た
る学習者主体の学習観を表わしている。本研究でも、
学習を「学習者の主体性に基づき、新たな知識や思考、
行動を獲得し、学習者の内面で価値付けがなされるこ
と」と定義した。つまり、学習とは単に知識や技術、
態度を獲得するだけではなく、学習対象の状況に入り
込んで、自身にとってどのような意味があるのか、考
え続けることである、と考える。この定義に基づけば、
看護技術を学習する意味は、単なる行動体系の獲得で
はなく、看護者としてのあり方の一部として看護技術
が取り込まれ、自分の看護技術を作り上げる営みとな
ることが望まれる。本研究の対象となった練習場面で
の経験には、これまで見てきたように、上記で述べた
学習としての意味が含まれており、軽視できない学習
機会になっていると考えられる。
学生の主体的な学習が成立していると考えられる練
習場面への教員の関わりは、教員個々の考えに任され
ていることが多いと推測される。練習時に一人ひとり
の動きを見て、丁寧に指導することは、時間調整が困
難な場合が多い。しかし、学生の練習場面の分析から
は、教員を看護技術修得の目標として位置づけている
ことが明らかになり、教員の一つ一つの動きをよく見
て学んでいる可能性があるため、看護者モデルを示す
ことが学生の求める支援である可能性がある。教員は
言語を介した指導に関心を向けがちであるが、学生
は、モデルとなる教員の看護者としての自然な振る舞
いや行動の中に、学生自身の行動との違いを見出し、
学習している可能性があり、看護技術の修得に関わる
教員は、看護者としての自身の行動に気を配ると共
に、看護者モデルとしての自己研鑽を積む必要性があ
る。
看護技術の練習場面における学習は、これまで述べ
てきたように、学習の本来的な意味を備えた、貴重な
学習機会であると考えられる。カリキュラム変更に伴
う学習時間の短縮化の中で、演習時間、実習時間は大
幅に減少しており、看護技術教育の機会が減少してい
る。看護技術の修得のためには練習時間を軽視せず、
指導、支援のあり方を検討する必要がある。
本研究は、限られた時期と限られた範囲でのデータ
収集による結果であり、対象の３名の学生は２学年の
学生であったことから、対象や時期、場所が変われば
違った結果が得られる可能性がある。
Ⅷ．結論
学生は、看護技術の練習場面で練習方法を工夫しな
がら、友達の指摘や教員の助言を求めながら練習して
いる。また、看護技術の練習に対して目標をもち、自
分自身を変えていきたい、技術を身につけたいと思い
ながら練習していることから、貴重な学習経験となっ
ている。一方で、練習場面で困る、混乱する、うまく
いかないという経験をしており、学習支援の必要性が
示唆される。
学生は、看護技術の練習場面をビデオで見ることに
より、自己を客観視して振り返ることができていたた
め、今後はビデオ活用を含めた学習支援の方法を検討
する。
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